
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れは何でしょう? 分かる人? (児童役)はーい! 笹
あー!(教師役)そうですねえ、笹ですえねえ。 明
日は笹と関係がある日ですが、何の日でしょう? ?
(児童役)七夕あー。 (教師役)そう、七夕です。
七夕の説明をする。 (児童役)話を静かに聞いてい
る。(教師役)今日はみんなもお願い事をしましょ
う。普通は文字でお願い事をするんですけど、もし
かしたら今年の神様は字が読めないかもしれないの
で、今日は絵だけで、文字を使わずに、お願い事を
しようと思います。 事前に教師役が作ってきたたん
ざくを見せる。事前に教師役が作ってきたたんざく
を見せる。どんな願い事かあてさせる。 10分:(教
師役)道具はあまり使いません。 前にあるものを
使っていいです。 (児童役)作り始める。 (教師役)
見て回る。よい作品、アイデアを紹介する。 40分:
あと10分のカウントダウン。 できた人から前に持
ってこさせ、黒板に貼る。 時間があまった人にはか
ざりを作ってもらう。 50分:全員、前に持ってき
てもらう。途中の人も一旦前へ。 60分:貼り終わり。
発表。教師役が、雰囲気によって臨機応変に選択し
て、発表させる。 65分:片づけ。
「授業前に考えたこと」七夕といえば短冊に願い
事を書くのが一般的です。 しかし、絵で願いを表現
するのが課題となる今回の授業で、子どもが楽しめ
れば成功だと思う。 不安だけれど、いろいろな材料
をちぎったりはったりすることで、質感の違いを感
じて、思いを表現してくれるように頑張りたい。
「授業後に見つけたこと」LLゆう糸やフェルト
を使ってそれぞれのやり方で切り貼りしていたので
面白かった。風船をふくらませて顔にしたり、気球
にしていたのも意外でした。 実際の小学校2年生
だったら、もっと思いがけないアイデアが出るので
はないかと感じた。 同じ材料でもそれを使う人によ
って様々に異なっていたので感心した0
「授業後に感じたこと」文字を使わずに表現する
のが難しいと感じる人もいることに気づいた。 その
際、いくつか会話を交わし、イメージをふくらませ
てやることが大切だと思った。 集中している人に声
をかけて手を止めさせていいものなのか、とまどっ
た。
2.16「ハタハタストーリー」(6年生対象を想定)
「題材設定の理由」日頃、絵本の読み聞かせの実
践をしている。 子どもたちに紙の弾力を生かし、切
ったり折ったりしながら生まれる単純な仕組みを元
に、自由に発想を広げて表現に展開していく中で自
分らしさを追求し、創造的に表現する態度を育てた
い。
「ねらい」動くことに関心を持ち、意欲的に表現
しようとする。 動きから思いついた発想をもとに、
自分らしい物語をつくり出そうとする。 思いを広げ
ながら、動きを生かす工夫をして表す。 創意工夫し
た点などを交流し、楽しみ合う。
「準備」(教師役)ケント紙、色鉛筆、はさみ、のり。
(児童役)色鉛筆、はさみ、のり。
「授業の流れ」(教師役)子どもに関心や意欲を持
たせる。今日はみんなでハタハタストーリーという
作品を作りましょう。 ハタハタストーリーというの
は、一枚の紙に切り込みや折り目をつけて、それに
色をつけて物語を作ることです. 例えば黒板に書い
てあるように、紙を折って、切り込みをいれると、
このように紙が動くようになります。 黒板に工夫を
してと書きましたが、例えばどのような工夫がある
のかを今から見せてもらいます。 (児童役)簡単な
仕組みがつくる動きに関心をもつ。 のぴたり縮んだ
りする。見る方向を変えると起きたり寝たりするよ
うにも見える。 紙に帯をひくと隠れていた台紙の部
分が見えるようになる。 [子どもの興味・関心を引
き出すためには、はじめに作品を見せてからワクワ
クする気持ちを引き出しつつ授業を進めていくべき
かどうか児童役の反応や子どもの反応を想像して考
えた]10分:(教師役)例を3つ提示して、工夫
したことを説明する。 児童の発想を広げる。 (児童
役)着目した動きから思いついて発想したことを友
達同士で話し合う。 紙でいろいろと試してみたい。
見つけた動きを生かして何かつくってみたい。 [も
う少しゆっくり楽しく語りかけるようにするとよか
った]20分:(教師役)では、今から作品を作
りましょう。皆さん、色鉛筆とはさみとのりは持っ
てきましたか。 確認をして、忘れてきた児童には予
備を貸す。班を作って始めましょう。 ケント紙を配
る。机間巡視をする。 表している途中で新たな発想
や構想が生まれている児童を認め、造形活動に表れ
るよう励ます。 自分の着目した動きを生かし、思い
を広げながら表現しようとしている活動の姿を認め
る。お互いの表現のよさを認め合うあたたかな雰囲
気づくりをする。 (児童役)何かできそうだ、何か
つくってみたいという気持ちを生かしてつくる0 仕
組みを全体の形の一部として、動かしたときの変化
を楽しめるように表す。 横から見たときの動きを生
かしてつくってみる。 自分の思いを広げながら表し
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方を考えて表す。 .動きが大きく見えるように工夫し
てみる。繰り返し動かして楽しめるようにしたい。
[色鉛筆以外を使わせてもよかった-。 忘れてきた児
童役に対する言葉かけをどうすべきか。 作品を表し
ている途中で、新たな発想や構想が生まれている児
童に対して言菜かけがワンパターンにならないよう
にいろいろ考えた]50分:(児童役)各自の作品
を紹介し合い、自分や友だちの作品を見合い、動き
や変化を楽しみながら、創意工夫した点や表現の良
さを感じ、味わう。
[失敗したときに新しいケント
紙を安易に渡すことは教育的にいいのだろうか。 そ
の偶然の失敗が児童の新たな発想や構想を生む機会
とはならないだろうか170分:終了。
「授業前に考えたこと」材料の加工が簡単なので、
物語の構想を深めて楽しい作品をつくってほしい。
物語のオチを考えることで、シンプルな中にも奥深
さを出させるようにする。 折り方、切り方、向きを
変えることにより、様々なパターンの土台を作るこ
とができる。
「授業後に見つけたこと」作り方を説明すると生
徒はその通りにするので、あまり工夫は出ない。 全
体的には工夫が見られない結果だったが、創造的な
発想をする人もいた。
「授業後に感じたこと」思ったより工夫をこらし
た作品が出てこなかった。 もっと分かりやすく説明
すれば、時間を有効に使えたのかもしれない。 ハタ
ハタストーリーという題材なので何か簡単なストー
リーを考えてはしかったが、みんなシビアにおもし
ろさを極めていたので、もう少し子どもらしい内容
になるようあらかじめ注意を促すべきであった。 参
考資料図画工作6、開隆堂、平成11年。
2.17「オリジナルスタンプをつくろう!」(4年
生対象を想定)
「題材設定の理由」普段使っている紙に書いた字
とは違った野菜などの素材を生かすことで出てくる
線のおもしろさや味わいを知る。
「ねらい」材料から豊かな発想をし、手を十分に
働かせることでその材料がもつ独特の線のおもしろ
さを知る。自分の作品だけではなく、他の人の作品
の美しさや良さを感じる。 楽しく表すこと
「準備」(児童役)人参かイモを切ったもの2
3個。カッター、彫刻刀、油性サインペン、新聞紙。
(教師役)絵の具、筆、トレー、トイレットペーパー、
つまようじ、包丁、下書き用紙、スタンプラリー用
紙。
「授業の流れ」(教師役)身近なスタンプを例に
出すなどして、スタンプの良さを伝える。 ラジオ体
操のスタンプ、お父さんやお母さんのもっているは
んこなど(児童役)スタンプのよさ、おもしろさに
気づく。(教師役)今日のめあてを伝える。 (児童役)
今日のめあてを知る。 (教師役)作り方を教示する。
下書き用紙を配布する。 (児童役)作り方を知る。
(教師役)注意点を子どもに気づかせられるよう発
間する。(児童役)スタンプをつくる時の注意点に
気づく。(教師役)説明する。 下書き用紙にイモの
大きさをうつす。 下書き用紙にスタンプのデザイ
ンをする。スタンプをおすとどんなふうにうつるか
な?(児童役)スタンプは反転してうつるという事
に気づく。[動機づけに工夫がもっと必要だと感じ
た。例が難しかった。 ]デザインを書いた下書き
用紙を裏返して、人参またはイモの上に置き、線の
上をつまようじでさしていく手でデザインを人参ま
たはイモにうつす。 カッターあるいは彫刻刀で人参
またはイモを彫る。 (教師役)カッターを使う時に
気をつけることは何かな? (児童役)手がカッター
の前にあったら危ないということに気づく。 (教師
役)彫ったら、ためしずりをする。 仕上げ。 手順を
説明した後、分からないところはないかどうか発間
する。(児童役)スタンプを作る。 (教師役)机間
巡視をし、分からない児童がいないかみてまわる。
おもしろい作品、工夫の感じられる作品を全員に提
示する。絵の具を配付する。 [早く進められた子と
遅い子の差があり、早くできた子の対応を考えてい
なかった。工夫が必要だった。 絵の具をぬる筆が足
りなかった。]〈できたスタンプを使ってスタンプ
ラリーをしよう〉と提示。 スタンプラリー用紙を配
付。(児童役)スタンプラリー用紙の1番最初に自
分のスタンプをおす。 (教師役)ルールを説明する。
じゃんけんして勝った人が負けた人のスタンプを押
してもらう。数を競う。 (児童役)ゲームを開始。 [
スタンプラリーの説明不足のため、勝手におしてし
まう子がいた。 ](教師役)スタンプの数をあげて
いき、児童に手をあげさせ、-番数の多い子を優勝
者とする。[優勝者に拍手をおくるだけで終わって
しまった。]
「授業前に考えたこと」今まで授業を受けてきて、
つくり方の面で分かりにくいことが多かった。 そこ
で予め、作り方を全て伝えることに加え、視覚的に
も訴える工程表をつくり工夫した。
「授業後に見つけたこと」一つの作品を完成さ
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せるのに早く終わる子もいれば、遅い子もいるDそ
の差をどううめるのか、事前に工夫がいると思った。
「授業後に感じたこと」何度か話し合いをもって
ねった授業案だったが、実際に授業をしてみると至
らない点がたくさん見えた。 個人的な授業に対する
経験不足ももちろんあるが、二度三度やることで上
手く行く授業もあるのかなと感じた。 何を描けばい
いかアイデアが思い浮かばない子に対してどのよう
にアドバイスしてあげればいいのか、どうすればそ
の子のポテンシャルを引き出すことができるのか困
Era
2.18「カラフルチップス」(4年生対象を想定)
「題材設定の理由」ダンボ-ルは新聞などと同様
に手に入りやすい材料の一つである。 また、平面か
ら立体まで幅広い用途に使うことができる。 今回は
モザイクチップとして使用し、ダンボ-ルの厚みや
色あい、素材感を味わう。 そして、様々な色・形に
ふれることにより、自分の色や形が生まれてくるこ
とを楽しませる。
「ねらい」様々な色や形のチップを使い、いくつ
ものチップの集合体で色をつくることを行う。 同じ
色のチップが集められない場合は同系色のチップを
集めることになり、児童は色の感覚を働かせること
になる。また、自分たちで好きな形に切ることもで
きるので形の自由度が広がる。 形や色の組み合わせ
から自分の思いを形にしていく活動、発想する楽し
さを学ばせたい。
「準備」(児童役)はさみ、のり、ペン。 (教師役)
色をつけた棒状のダンボ-ル、A5版用紙、色紙
「授業の流れ」(教師役)本時の内容を説明する。
カラフルチップの見本を見せ、どのようなものを作
るのかイメージを膨らませる。 (児童役)先生の話
を聞く。[今まで取り組んだことのない題材で少し
戸惑いもあったようだが、作品例を見てイメージが
わいてきたようだったO](教師役)班で一つのテー
マを決め、そのテーマや話の流れの1場面を決めさ
せる。(児童役)班で話し合いテーマを決める。 (教
師役)はさみの取り扱いに注意させる。 複雑に小さ
く切りすぎると並べて貼りにくいことを伝える。 (児
童役)棒状のダンボ-ルを好きな形に切るQlイメ
ージに合わせてダンボ-ルを選んで切っている様
子。物語に取り組んでいる姓が多く見られる。 班の
中でお互いに色々話しながら、素材の違うものや色
の使い方等に工夫をし、取り組んでいる。 1(教師役)
絵を考えてから、それに合わせてチップを探して形
を作る方法と何を作るか考えず無造作にチップを選
択して、その色や形から発想して絵に表していく方
法の2種類があることを知らせる。 思った形ができ
ない、思ったチップがないと作業が進まないという
児童には、自分の思う形にチップを切りながら作業
を進めていくようにさせる。 (児童役)チップを貼
る。(教師役)チップの周りに背景を描いたり、チ
ップの上に着色しても良いことを知らせる。 児童一
人ひとりの思いが広がるように支援する。 (児童役)
色をつける。(教師役)できた作品を机の上に置き、
全員で作品を観賞し合う。 プチ展覧会。 「おもしろ
く発表したり、思ったことを伝えようという意志が
感じられ良かった。 他の班の作品を肯定的に受け入
れられており、発表会をおこなって良かった。 ]
「授業前に考えたこと」時間内に終わらせること
ができるか不安。 創作活動を通しての仲間意識を期
待。
「授業後に見つけたこと」作品の発表を行うこと
によって、児童の表情がやわらかくなった。 平面だ
けではなく、立体で表すといった工夫が見られた。
「授業後に感じたこと」作品のテーマをもう少し
限定してもよかったと思った。 しかし、班で考えた
テーマやストーリーを自由にイメージし表現できて
いたので良かった。 また、具体物ばかりでなく抽象
物もみられ、教師側の意図としては成功であったと
感じた。もう少し工夫できる点を促し、伝えておけ
ば良かった。また授業中に様々な工夫を発見できれ
ば良かった。
3.授業シミュレーションの事例に見られた傾向
全体としては、教師役の学生グループは楽しい授
業にしたいという気持ちをこめて計画をたてる傾向
が強いことがうかがえたのは前著と同様である。 前
著でも指摘したとおり、それは、ややもすると図画
工作科の学習で何を目標とするのかについての配慮
や知識の不十分さにつながる結果を招きかねない。
児童役の思いがけない発想にもとづく製作に出会う
驚きの喜びを記述した例が多く見られ、実際の児童
との出会いに思いを馳せる記述、グループ活動にも
とづく協力やコミュニケーションを歓迎し期待する
記述が多く見られたことも前著と同様である。
しかしながら、題材名の設定については、あらか
じめ、その重要性について概説しておいたのだが、
前著とは異なり、「を作ろう」「を描こう」が題材名
に含まれている事例が見られた。 講義でのとりあげ
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方が前著のときよりも弱かったことが原因と見られ
る。図画工作科の授業をプランニングする際、この
点については、理解を深めてほしい第一の重要課題
である。作り方を、順に指示を与え、割り箸鉄砲を
つくる事例は、最も典型的な「○○を作ろう」型の
ものであった。 教師役で説明にあたった学生がきわ
めて明瞭な説明をしたことで、「○○を作ろう」型
の授業の良い事例となった。 この事例の際には、授
業の型について、考察させる時間を割いた。
前著と同様、ポップアップカードや機構工作の事
例が目立った。 児童役が楽しんでとりくんでくれる
ことをめざす傾向があることから、これらの内容が
とりあげられやすいのであろう。 授業時の楽しさの
盛り上がりを工夫する点においては、実に流暢な事
例が多くみられたが、その一方で、みんなが楽しそ
うにとりくんでくれて良かったという点で思考停止
している事例が目立った。 水彩絵の具を使用して絵
を描かせるステップが含まれている事例はなく、ク
レヨン、クレパス、色鉛筆、マーカーのような色描
画材が使用されていた。 クレヨン、クレパスは退行
的な役割を果たし、児童役の活動が促進される効果
がある。また、準備や道具のいらない、気軽に使え
る描画材が好まれる特徴がある。
インターネット検索や、教科書掲載の事例をもと
にして立案されたものが前著にはなかったが、今回
の事例では、いくつか見られた。 特に機構工作に興
味をもって取り組まれた事例に、教科書を参考にし
た例が目立った。
全般的に、作品製作の楽しさを追求することが
第-に意識され、それを教育的な価値あるものとし
てコーディネートしようとする思考プロセスが欠落
しがちな点が問題点として見られる。 美術で減退し
ていた意欲に対し、図画工作科は楽しく貴重な学習
体験であったということを思い起こさせるという点
で、ほとんどの事例は成功しており、それは筆者も
期待してきた点である。 しかしながら、楽しく取り
組んでくれて良かった、という点に終わらせずに授
業シミュレーションを終結させることが必要な事例
が多くなりがちな点は課題として残る。
1)高木厚子、「図画工作科の授業シミュレーショ
ン」、兵庫教育大学教科教育学会誌,第19号、
pp.15-24.
2)山川信晃、「授業シミュレーション」、奥田真丈・
河野垂男(監)、『現代学校教育大事典』、第4巻、
ぎょうせい、1993、pp.71-72.
3)高木厚子、福本謹一、「図画工作科における豊か
な学びを誘発する題材名に関する一考察」、大学美
術教育学会誌、第37号、2005、pp.23ト238.
4)高木厚子、「美術(図画工作)科の「教科性」の
構造一構造の原型と教科存立の正当化概念」、大学
美術教育学会誌、第21号、1989、pp.1-8
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